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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】Cathetr ablation不成功例の中に焼灼範囲が不十分であった症例が存在するが、リアルタイムに通電
による焼灼範囲を知る方法はない。透過性（8.5－MHz）が良く屈曲可能な phased－array intracardiac 
echocardiography（ICE）を用いて、通電による焼灼範囲が評価可能か否かを検討すること。 
【方法】ビーグル犬11頭を用い、全身麻酔下で大腿静脈より透視およびICEガイド下で10F ICE cathet rを右
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